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沖縄と本土の型染に関する文化と美意識についての比較研究
－伝統工芸（紅型）の更なる発展への寄与を展望して－

琉】:k大学：教育ｌ洲１１家政教育専修閥}苣栄溌炎7.

ﾉ珊島料Iji6j3in＃１大`､iAiIflIIハルヰ

武蔵野美術大学′]、体桂子

他絡先：懸iFO98-895-8403／E-mail：tomiko@edu､u-ryukyu・acjp）

1．研究概要

糊をⅡﾉﾉ染に使うﾉ111染は，I111klのＩ?１１ｲﾋiｲＩｉを除いて'1本以外にはないｂ沖純ﾘﾑの紅jV1，乏瓜ﾘi(の鈴鹿

llin7．，」「家のOMNMil1，IYiHllﾘ,Lの側:多〃，会/|t>ｉＩｒ松，’11,1;bの会i'luW1のｆＷｌ染について比i絞検ｌｉ､'し，

その''１で，細ﾉ1Mの()つﾄﾞl:会１Ｍ〕，文化｢l<h'Irjvt，kIiL-k，人々のjli懲織を拷察し，（ルせて，伝統1:銭の

史なる発股へのMi:ﾉﾉを鵬i/ける叩

2．研究成果

①糸ＩＺｉｌにはｎｌＭｌと卿MyW)1,1,i〃がｉＷＩｉすることが『'能であり，そのような/柳(が多し％

②紅型,611$M>l則，会71Ｖ11のい-リサL()卿Ｗ；j〔紗ﾘＭの技法を使う。ル ◆

ロで，「糸掛け」ができるのは知念

綾元氏のみである｡鈴liiSrI泊７．，１曹家では｢糸入ｵ1Ｊを城ノｕみゑ氏の後,松井俊子氏が継'１kしている。

③紅型紙を彫る台は，林ﾘﾄﾞlll豆腐をi1hlALさせて作ったノレクジュウをﾙIいる。他にはない。

④会津型,ＤＪ勢型は)ii色ノウ(多いが,糸1剛は，色さし,色j5ilり，隈取り，二度IilIりと多色である．

⑤染色法では，紅luIHjd祭染法であり，会flf1iM,ＵＩ勢型|ｺﾞﾛ浸染法である。

⑥それぞれの特徴から美意識Iよ「色のﾎﾞ[塊，粋なtlf勢型,純な会津I勘となる。

⑦iilWUMﾘﾃ!;の紅型は,教科教育として－部で扱2ＭTているが，今後は地域數材とした授業を'j､中高校の

教育の中に取り入れることで，.〃Lたちの(jbi統工芸に泳げる,憩識の伽－kの更なる変容が期待される。

⑧ホ蝋には，本二tからのｉ|'響と椎i'''1される文様のひとつに，脳に懸かる鞠がみられる。これは精

少納言の剛薗刊に，‘`めでたきもの'，として「花房長く咲いた藤の花の,松に力功､りたる｡』とい

うくだりがﾎﾟﾛil1の文様に表現されており（富士栄1999)， itl蝋Iの紅斑!｣がVz安１MＦ代の本土文化の影響を

受けている点で；極めてlR1l1kiﾂﾄﾞﾐい文様である!、琉bIt鯛Wi(!iﾘUdilMdi1に多く使われている。
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